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町
長
「
行
政
協
力
委
員
と
の
懇

談
会
で
要
望
さ
れ
、
過
疎
債
事
業

で
実
施
で
き
る
と
い
う
こ
と
か
ら

建
設
に
取
り
か
か
っ
た
も
の
。
で

き
る
限
り
既
存
の
公
共
施
設
を
利

用
し
て
も
ら
い
た
い
が
、
ど
う
し

て
も
必
要
と
あ
ら
ば
建
設
も
検
討

し
た
い
。」
「十
和
田
市
で
実
施
し

て
お
り
、
国
保
運
営
協
議
会
、
病

院
議
会
と
も
相
談
の
上
、
高
額
医

療
費
負
担
の
立
替
え
を
検
討
す

る
。」
「土
地
所
有
者
に
文
書
で
譲

渡
の
申
し
出
を
し
た
が
、
連
絡
が

な
い
。
今
後
も
建
設
阻
止
に
向
け

て
努
力
し
て
い
く
。」
 

「漁
業
関
係
者
と
話
し
合
い
で

協
力
を
仰
い
で
い
こ
う
と
い
う
の

が

一
致
し
た
意
見
で
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
施
設
で
あ
り
、
円
満
に

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。」
「
今年
は
職
員
を

採
用
し
な
い
方
針
で
あ
る
が
、
今

後
は
栄
養
士
の
配
置
も
検
討
し
た

い
。」
 

加
藤
磐
議
員
「
学
校
統
廃
合
は

積
極
的
に
進
め
る
の
か
。
現
在
の

校
数
を
存
続
さ
せ
る
考
え
は
な
い

の
か
。」
「
ス
ポ
ー
ッ
担
当
教
員
の

配
置
の
見
通
し
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。
小
学
校
で
教
科
の
担
任

制
を
検
討
す
る
考
え
は
あ
る
か
。
 

完
全
週
休
二
日
制
に
伴
う
土
・
日

曜
日
の
子
供
を
地
域
と
し
て
ど
う
 
 

サ
ポ
ー
ト
す
る
の
か
。」
 
「
発
注
工

事
の
納
期
内
完
成
が
で
き
な
か
っ

た
工
区
の
場
所
と
納
期
及
び
そ
の

事
情
、
業
者
名
に
つ
い
て
知
り
た

い
。
指
名
停
止
処
分
を
受
け
て
い

る
業
者
名
と
停
止
処
分
の
理
由
と

内
容
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
落
札

予
定
価
格
の
事
前
発
表
の
経
過
は

ど
う
な
の
か
。」
「神
明
町
た
め
池

の
整
備
、
利
用
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。」
 

町
長
「
教
育
的
見
地
か
ら
も
財

政
的
見
地
か
ら
も
両
方
を
に
ら
ん

だ
形
で
、
統
合
は
避
け
て
通
れ
な

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
認
識
で

あ
る
。」
「指
名
停
止
業
者
は
秀
勝

工
業
で
停
止
処
分
は
平
成
十
二
年

十
ニ
月
二
十
日
か
ら
平
成
十
三
年

三
月
十
九
日
ま
で
。
落
札
予
定
価

格
の
事
前
公
表
は
ま
も
な
く
一
年

に
な
り
、
今
ま
で
の
反
省
を
含
め

て
よ
い
と
こ
ろ
は
残
し
て
悪
い
と

こ
ろ
は
改
革
し
て
、
さ
ら
に
ガ
ラ

ス
張
り
で
行
っ
て
い
き
た
い
。」
 

「神
明
町
た
め
池
に
つ
い
て
は
埋

め
立
て
る
と
大
雨
時
の
下
流
氾
濫

や
水
利
権
問
題
な
ど
が
あ
り
、
こ

れ
ら
が
ク
リ
ア
で
き
る
な
ら
常
任

委
員
会
等
に
諮
り
な
が
ら
検
討
し

た
い
。」
 

教
育
長
「
教
科
担
任
制
に
つ
い

て
は
、
小
学
校
で
各
先
生
の
得
意

分
野
の
教
科
を
学
年
の
ク
ラ
ス
相
 
 

互
に
分
担
、
ま
た
先
生
が
二
人
で
 

ー
つ
の
教
室
を
指
導
す
る
こ
と
で

対
応
し
て
い
る
。
週
休
二
日
制
の

サ
ポ
ー
ト
と
し
て
子
供
た
ち
が
ど

う
い
う
施
設
を
使
い
、
ど
う
い
う

問
題
で
勉
強
し
た
い
か
を
各
学
校

か
ら
出
し
た
も
の
を
ま
と
め
て
示

し
、
社
会
教
育
と
学
校
教
育
の
中

に
入
っ
て
協
力
し
て
い
く
。
ス
ポ
 

ー
ッ
担
当
教
員
の
配
置
は
非
常
に

難
し
い
問
題
で
あ
り
、
今
後
は
ク

ラ
ブ
方
式
で
町
が
対
応
し
て
い
く

の
が
理
想
と
考
え
て
い
る
。」
 

建
設
課
長
「
基
盤
整
備
促
進
事

業
更
正
芦
野
地
区
第
十
一
号
工
事

で
同
渥
青
工
業
が
平
成
十
二
年
七

月
五
日
か
ら
平
成
十
二
年
十
二
月

二
十
日
の
工
期
を
平
成
十
二
年
十

一
一月
一
一
十
一
日ま
で
工
事
し
た
と

い
う
こ
と
で
延
滞
利
子
を
納
入
し

て
も
ら
い
平
成
十
二
年
十
二
月
一
一

十
日
以
降
の
指
名
は
自
粛
す
る
よ

う
町
長
に
申
し
添
え
た
。
同
秀
勝

興
業
が
金
木
町
建
設
業
等
指
名
停

止
要
領
の
第
五
条
に
よ
り
契
約
違

反
等
の
行
為
に
よ
る
と
判
断
し
、
 

指
名
停
止
と
し
た
。」
 

桑
田
茂
議
員
「
ス
ポ
ー
ツ
の
底

辺
拡
大
に
向
け
た
芦
野
公
園
で
の

歩
く
ス
キ
ー
の
開
催
と
荒
磯
部
屋

等
の
相
撲
合
宿
の
誘
致
を
要
望
す

る
。」
「町
発
注
の
工
事
に
つ
い
て

工
期
は
何
を
基
準
に
設
け
て
い
る
 
 

の
か
。
検
査
方
法
等
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。」
 
「
嘉
瀬
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
消
防
セ
ン
タ
ー
建
築
工
事

が

一
括
発
注
か
ら
分
離
発
注
に
し

た
の
は
な
ぜ
か
。
指
名
業
者
を
公

表
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」
 
「
町
内

集
会
場
の
利
用
状
況
を
知
り
た

い
。」
「平
成
十
三
年
度
予
算
の
歳

入
歳
出
で
は
赤
字
が
懸
念
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
。」
 

町
長
「
荒
磯
部
屋
の
合
宿
誘
致

に
努
力
す
る
が
、
今
夏
は
日
大
相

撲
部
の
合
宿
計
画
が
あ
り
、
こ
れ

を
小
中
学
校
に
見
学
さ
せ
、
相
撲

人
口
増
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
嘉

瀬
ス
キ
ー
場
に
照
明
あ
る
い
は
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
な
ど
も
整
え
て

底
辺
拡
大
に
努
め
る
。」
「下
請
が

地
元
ま
で
こ
な
い
と
い
う
経
緯
か

ら
電
気
と
設
備
と
建
築
の
三
つ
に

分
け
て
地
元
業
者
で
分
離
発
注
し

た
。」
 

建
設
課
長
「
工
期
設
定
は
工
事

内
容
等
で
検
討
し
て
お
り
、
路
線

が
長
い
場
合
に
は
三
工
区
に
分
け

た
り
し
最
終
的
に
一
番
長
い
工
期

を
設
定
し
て
い
る
。
私
が
全
部
検

査
員
と
し
て
検
査
し
て
い
る
。」
 

総
務
課
長
「
嘉
瀬
コ
ミ
セ
ン
の

指
名
業
者
は
七
社
で
あ
る
。」
「集

会
場
三
十
七
カ
所
の
う
ち
年
間
利

用
回
数
が
十
回
か
ら
三
十
回
が
九

カ
所
で
施
設
全
体
の
四
〇
％
以
上
 
 

を
占
め
、
そ
の
他
は
三
十
回
以
上

で
概
ね
利
用
状
況
は
妥
当
と
認
識

し
て
い
る
。」
「
予
算
編
成
は
事
務

事
業
の
徹
底
的
見
直
し
を
行
い
政

策
費
に
回
す
編
成
を
し
、
歳
入
の

地
方
交
付
税
は
町
試
算
額
の
九
九

％
を
計
上
、
特
別
交
付
税
も
平
成

十
一
年
ベ

ー
ス
か
ら
病
院
関
係
の

差
額
分
を
差
引
き
さ
ら
に
二
％
減

額
し
て
い
る
の
で
過
大
で
な
い
と

判
断
し
て
お
り
、
ま
た
歳
出
に
つ

い
て
も
補
正
等
で
対
応
で
き
、
甘

く
見
過
ぎ
て
い
る
と
い
う
認
識
は

な
い
。」
 

な
お
、
同
議
会
で
次
の
事
項
が

可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

議
案
第
一
号
 
平
成
十
二
年
度

金
木
町

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第

八
号
）
案
 

議
案
第
ニ
号
 
平
成
十
二
年
度

金
木
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
四
号
）
案
 

議
案
第
三
号
 
平
成
十
二
年
度

金
木
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
 

（事
業
勘
定
）
補
正
予
算
（
第
五
号
）
 

案
 議

案
第
四
号
 
平
成
十
二
年
度

金
木
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
 

（
第三
号
）
案
 

議
案
第
五
号
 
平
成
十
二
年
度

金
木
町
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）
案
 

議
案
第
六
号
 
平
成
十
三
年
度
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金
木
町

一
般
会
計
予
算
案
 

議
案
第
七
号
 
平
成
十
三
年
度

金
木
町
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

案
 議

案
第
八
号
 
平
成
十
三
年
度

金
木
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
 

（
事
業勘
定
）
予
算
案
 

議
案
第
九
号
 
平
成
十
三
年
度

金
木
町
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算

案
 議

案
第
十
号
 
平
成
十
三
年
度

金
木
町
水
道
事
業
会
計
予
算
案

議
案
第
十

一
号
 
平
成
十
」
軍

度
金
木
町
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
予
算
案
 

議
案
第
十
ニ
号
 
金
木
町
職
員

の
分
限
に
関
す
る
手
続
及
び
効
果

に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す

る
条
例
案
 

議
案
第
十
三
号
 
金
木
町
職
員

の
特
殊
勤
務
手
当
支
給
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
案
 

議
案
第
十
四
号
 
金
木
町
職
員

等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
案
 

議
案
第
十
五
号
 
金
木
町
介
護

保
険
円
滑
導
入
基
金
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
案
 

議
案
第
十
六
号
 
金
木
町
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

議
案
第
十
七
号
 
金
木
町
介
護

保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
案
 

議
案
第
十
八
号
 
金
木
町
斎
場

使
用
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
案
 

議
案
第
十
九
号
 
工
事
の
請
負

契
約
の

一
部
変
更
の
件
 

議
案
第
ニ
十
号
 
土
地
改
良
事

業
（
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
）
の

施
行
の
件
 

議
案
第
ニ
十

一
号
 
金
木
町
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
の
件
 

議
案
第
ニ
十
ニ
号
 
金
木
町
固
 
 

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
の
件
 

議
案
第
ニ
十
三
号
 
人
権
擁
護

委
員
の
推
薦
の
件
 

議
案
第
ニ
十
四
号
 
平
成
十
一
一

年
度
金
木
町

一
般
会
計
補
正
予
算
 

（
第
九号
）
案
 

議
案
第
ニ
十
五
号
 
工
事
の
請

負
契
約
の
件
 

報
告
第

一
号
 
平
成
十
」
犀
度

金
木
町
土
地
開
発
公
社
事
業
計
画

の
提
出
の
件
 

報
告
第
ニ
号
 
専
決
処
分
し
た

事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る

の
件
（
金
木
町
税
条
例
の

一
部
を

改
正
す
る
条
例
）
 

報
告
第
三
号
 
専
決
処
分
し
た

事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る

の
件

（
金木
町
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
）
 

報
告
第
四
号
 
専
決
処
分
し
た

事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る

の
件
（
平
成
十
二
年
度
金
木
町

一
 
 

般
会
計
補
正
予
算
（
第
七
号
）
)
 

発
議
第
一
号
 
私
学
助
成
拡
充

に
関
す
る
意
見
書
（
案
）
 

発
議
第
ニ
号
 
国
民
の
食
糧
と

地
域
農
業
を
守
る
た
め
の
緊
急
対

策
を
求
め
る
意
見
書
（
案
）
 

発
議
第
三
号
 
国
立
大
学
の
独

立
行
政
法
人
化
に
つ
い
て
は
慎
重

に
対
処
し
弘
前
大
学
を
地
域
に
根

ざ
し
た
高
等
教
育

・
研
究
機
関
と

し
て
発
展
さ
せ
る
た
め
の
意
見
書
 

（
案）
 

 

 

  

02つ以上の年金を受けられるようになったとき 

障害厚生年金と老齢基礎年金あるいは、遺族厚生年金と老齢

基礎年金という 2つの年金を受ける権利が生じることがありま

す。 

公的年金では、どちらも支給することは二重の保証をするこ

とになるため、次の様な調整をします。 

①基本的には、本人の選択によって一方を支給し、他方は支給

停止になります。 

②同一の支給事由による基礎年金と厚生（共済）年金はどちら

も支給されます。（例 老齢基礎年金と老齢厚生年金。障害

基礎年金と障害厚生年金。遺族基礎年金と遺族厚生年金） 

③特別の扱いとして、65歳以上の人に支給される老齢基礎年金

と遺族厚生（共済）年金はどちらも支給されます。 

原則として、 2つ以上の年金を受けられるようになった時に

は「選択申出書」の提出が必要になりますので、社会保険事務

所か町役場に相談して下さい。 

⑥年金受給者が死亡したときは届出を忘れずに 

年金を受けている方が亡くなったときは、遺族の方はすみや

かに 「年金受給権者死亡届」 を町役場へ提出して下さい。 

この「死亡届」には、「年金証書」のほか、死亡の事実を明らか

にできる書類（戸籍抄本、死亡診断書など）を添付して下さい。 

この届出が遅れますと年金を多く受け取りすぎて、後で返さ

なければならなくなることもありますのでご注意下さい。 

また、死亡した方が受け取れるはずであった年金額がある場

合は、死亡当時その方と生計を同じくしていた①配偶者②子

③父母④孫⑤祖父母⑥兄弟姉妹の順で未支給年金を請求する

ことができます。 

この場合「未支給‘年金保険給付請求書」に「年金証書」、 

「戸籍謄本」と年金を受けていた方と請求者が生計を同じくし

ていたことがわかる書類（住民票等）、請求者名義の口座の通

帳等を添えて、町役場か社会保険事務所に提出して下さい。 

08月期支払い分を受領したら国民年金証書を役場へ 

老齢福祉年金の 8月期支払い分を受領しましたら、すぐに国 

民年金証書を町役場へ提出して下さい。 
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と こ
 

ソバづぐり体験学習種まき編 
川倉小学校（校長＝黒滝洋子）で、子供たちの育成と地域

とのふれあいを目的としたソバづくりの体験学習が行われま

した。種のまき方の説明を受けた全児童41人は学校西側に父

兄が準備した畑へ移動し、ソバの種を一粒一粒丁寧にまいた

り、一握りを一気にまくなど様々なまき方をしていました。 

今後はソバの生長観察を続け、収穫からソバを食べるまで

を父母や地域の人たちと一緒になって行います。 

ま ち の で き 
第13回金木ライオンズクラブ旗争奪 

西北地区選抜ソフ1'ボール大会 
大会は西北地区の小学校8校が参加し、芦野グラウン

ドで行われました。 

決勝戦は嘉瀬小学校と鶴田町の梅沢小学校との対戦と

なり、結果は毎回順当に加点した嘉瀬小学校が14対8で

制して、今大会では初めての優勝となりました。 

また、最優秀選手賞は嘉瀬小学校の原田淑子さんが受

賞しました。 

自転車安全教室[親子の集しり 
金木小学校（校長ニ＝斎藤慶治）では 3年生になると自転

車乗車が許可されることから、今年も金木自動車学校で 3 

年生を対象とした安全教室を開催し交通マナーやルールを

父母と一緒に学びました。 

この日参加した児童たちは、自転車の安全点検を確認し

て、自動車学校内のコースを最初は自由走行、危険箇所で

見守っていた父母からは児童たちの乗り方に苦笑いしてい

ました。この後、自動車学校職員の指導で道路横断の注意

点、交差点や踏切での安全確認など教わり、交通事故に遭

わない・起こさない自転車の安全な乗り方を誓いました。 

カーブミラー清 掃
 地域貢献活動の一環として昨年に続き 2 回目の清掃を行ったのは、 

金木郵便局職員で組織されている全逓信労働組合西北地方支部金木分

会（分会長＝高松洋一）の組合員と家族の14人で、町内約50ケ所を 3 

グループに分かれホコリや泥で汚れているカーブミラーを水と棒クリ 

ーナーで洗い落としました。 

初めて参加した西谷健一くんは「水が顔にかかって嫌でしたが、ピカ

ピカになった時は、すがすがしい気持ちになった」 と話していました。 

(9）広報かなぎ 
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花花に荒 
を を を’ 

太男登誉 
t 、。プ 

曲
ー
レ耳
 

'!'1 

「
太宰
治
と
花
」
②
 

金
木
町
で
「
花
」
 
の詩
が
発
見
さ
れ

て
か
ら
、
花
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て

い
る
の
か
太
宰
作
品
を
読
み
返
し
て
み

た
。
花
を
賞
す
る
自
然
描
写
的
な
表
現

は
少
な
い
が
、人
と
生
と
の
か
か
わ
り
、
 

人
の
あ
り
よ
う
を
象
徴
し
て
描
い
て
い

る
の
が
予
想
以
上
に
多
か
っ
た
。
 

ま
ず
昭
和
七
年
十
二
月
二
十
五
日
、
 

今
官
一
宛
書
簡
に
、
〈
…
私
も
雌
花
づ

く
り
に
苦
労
し
て
い
る
。
 「こ
の
花
を
 

見
よ
」
「こ
の
花
を
見よ
」
と
穿
 

つ
、
。
汝
は
か
の
楽
器
を
か
な
で
、
わ

れ
は
こ
の
花
を
さ
、
げ
、
世
の
誠
誉

な
ぐ
さ
め
ん
。〉
 

続
い
て
昭
和
八
年
一
月
十
八
日
、
井

伏
鱒
二
宛
書
簡
に
◇
・
・
「
花
」
と
い
ふ

十
六
枚
の
短
編
を
元
旦
に
脱
稿
い
た
し

ま
し
た
が
、
ど
う
や
ら
、
お
見
せ
す
る
 

・

で
 

程
の
出
来
で
も
な
さ
さ
う
で
し
た
か
 

し
ま
い
 

ら
、
そ
の
ま
ま
倉
庫
へ
入
れ
て
了
ひ
ま

し
た
。〉
と
書
い
て
いる
。
 

「
花
」
の
作

品
 

「花
燭
」
「水
仙
』
「花
吹
雪
」
『散

華
」
「花
火
」
「桜
桃
』
「道
化
の
華
』
 

等
の
作
品
は
あ
る
が
、
「花
」
と
い
う

題
名
の
作
品
は
な
い
。
 

第

一
創
作
集
『
晩
年
」
の
「
葉
」
断

章
3
0に「
花
」
と
思
わ
れ
る
短
編
が
痢

薦
ざ
れ
て
い
る
o
 クこ
の
「
花
」
と
い

う
十
大
枚
を
二
O
〇
字
づ
め
の
原
稿
用

紙
と
す
れ
ば
、
大
体
こ
の
作
に
相
当
す

る
。
四
〇
O
字
づ
め
で
あ
っ
て
も
、
そ

の
改
作
、
あ
る
い
は
露
槽
ど
考
え
れ
ば

よ
い
〈
と
渡
部
芳
紀
氏
は
考
察
し
て
い

る
。
 

そ
の
概
要
は
、
 “日
本
橋
で
、
異
人

の
女
の
子
が
花
を
売
っ
て
い
た
。
一
日

目
に
は
赤
い
花
が
売
れ
た
。
 二
日
目
に

も
、
一
本
売
れ
た
。
三
日
目
は
、
売
れ
 

ち
ゃ
し
ゆ
ニ
る
ん
た
ん
 

な
か
っ
た
。
少
女
は
屋
台
で
叉
焼
雲
呑

宝

」
馳
走
にな
る
o
督
か
花
を
お
礼
に

差
し
だ
し
た
。
し
な
び
か
か
っ
た
悪
い

花
を
三
人
の
ひ
と
に
手
渡
し
た
こ
と
を

後
悔
す
る
。
「
咲ク
ョ
ウ
ニ
。
咲
ク
ョ

ウ
ニ
。」
ク
と
、
昭
和
七
年
十
二
月
下

旬
に
書
い
て
い
る
。
「花
」
 
の
詩
の
十

四
年
前
に
、
「こ
の
花
を
見
よ
」
「咲
ク

ョ
ウ
ニ
。」
と
、
祈
り
な
が
ら
描
い
て

い
る
の
で
あ
る
。
 

ひ
と
つ
の
仮
説
 

ま
た
、
太
宰
治
全
集
の
「
一
巻
・
一
一

巻
」
（
昭八
、
十
四
）
に
、
花
に
つ
い

て
記
述
が
多
い
こ
と
か
ら
、
次
の
よ
う

な
仮
説
を
た
て
て
み
た
。
 

①
「
花
」
の
詩
は
、
昭
和
一
干
一
年
以

前
に
も
書
い
て
い
る
は
ず
。
 

②
ク
花
を
見
る
 
花
を
思
ふ
 
花
を
見

ず
 
花
を
思
は
ず
ク
そ
し
て
、
 “花

を
見
る
 
花
を
思
ふ
ク
 

と
も
考
え
て
み
た
。
 

検
証
の
た
め
、
最
新
版
「
筑
摩
書
一
房

発
行
太
宰
治
全
集
」
の
作
品
・
随
筆
・
 

書
簡
・
年
譜
、
さ
ら
に
著
述
総
覧
・
諸

研
究
書
等
を
丹
念
に
調
べ
て
み
た
が
、
 

「花
」
の
詩
の
よ
う
な
表
記
は
な
か
っ

た
。
た
だ
、
青
森
県
近
代
文
学
館
で
 

「太
宰
治
没
後
五
十
年
特
別
展
」
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
、
山
中
正
津
さ
ん
提
供
 

「灯
」
の
表
紙
に
「
花
」
 
の
詩
が小
さ

く
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
 

姫
路
の
太
宰
会
員
 

太
宰
治
「
生
誕
祭
」
前
日
の
六
月
十

八
日
、
姫
路
市
の
井
上
久
男
氏
か
ら
次

の
書
簡
が
届
い
た
。
 

〈
…
『
陸
奥
新
報
」
の
直
筆
記
事
を

拝
見
し
て
お
り
ま
し
て
、
砂
子
屋
豊
房

主
の
峠
峨
眺
普
氏
の
こ
と
を
思
い
出
し

ま
し
た
o
氏
の
配
嶋
に
太
宰
治
が
書
い

た
も
の
の
コ
ピ
ー
を
一
昨年
次
男
剛
さ

ん
か
ら
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
前

半
と
後
半
が
逆
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
は
多
分
「
晩
年
」
か

『女
生
徒
』
 

出
版
の
頃

（
昭和
十
一
年
か
十
四
年
）
 

の
も
の
と
思
い
ま
す
。
「生
誕
祭
」
 
に

間
に
合
え
ば
と
思
い
、
そ
の
コ
ピ
ー
を

同
封
し
ま
し
た
。
話
題
に
で
も
な
れ
ば

幸
い
で
す
。〉
 

コ
ピ
ー
の
「
花
」
の
詩
は
毛
筆
で
伸

び
伸
び
と
書
か
れ
て
い
る
。
 

花
を
見
ず
 

花
を
思
は
ず
 

花
を
見
る
 

花
を
思
ふ
 

前
後
二
行
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
が
、
 

ほ
ぼ
同

一
の
詩
と
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
思
っ
た
通
り
だ
っ
た
。
前
後
二
行
 

e
Kれ
替
え
に
、
太
宰
治
の
心
の
蜘
麟

を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

井
上
氏
は
、
一
昨年
金
木
町
を
訪
問
、
 

そ
の
時
に
名
刺
交
換
し
案
内
し
た
。
昨

年
金
木
町
太
宰
会
に
入
会
。
現
在
、
文

芸
同
人
雑
誌
「
姫
路
文
学
」
の
編
集
主

幹
を
し

「ぶ
ん
ご
う
太
宰
治
」
を
連
載
 
 

し
て
い
る
。
 

「
砂子
屋
書
房
」
と
花
 

井
上
氏
は
太
実
要
」
「馬
禿
』
第
1
1
1
 

集
に
、
太
宰
治
が

「花
」
 
の詩
を
書
い

て
贈
っ
た
山
崎
剛
平
氏
の
こ
と
を
、
 

二
晩
年
」
と
砂
子
屋
書
房
」
と
題
し
て

寄
稿
し
て
い
る
。
 

山
崎
剛
平
氏
は
、
昭
和
十
年
十
月
十

日
出
版
社
を
発
足
さ
せ
た
。
剛
平
氏
は

父
の
出
研
審
噛

「
班
手
厨」
の
屋
号
を
 

し
ょ

ぼ
う
 

と
っ
て
、
砂
子
屋
書
房
と
名
付
け
た
。
 

と
こ
ろ
が
誰
も
が
ス
ナ
ゴ
ヤ
と
呼
ぶ
。
 

な
か
に
は
マ
サ
ゴ
ヤ
・
イ
サ
ゴ
ヤ
と
も

呼
ぶ
の
で
、
ス
ナ
ゴ
ヤ
で
通
す
こ
と
に

し
た
と
い
う
。
 

太
宰
治
が
ま
だ
無
名
の
新
人
だ
っ
た

昭
和
十
一
年
六
月
、
壇

一
雄
の
尽
力
に

よ
っ
て
、
第

一
小
説
集
『
晩
年
」
を
世

に
出
し
た
の
が
、
こ
の
「砂
子
屋
豊
房
」
 

だ
っ
た
。
剛
平
氏
は
太
宰
治
の
処
女
作

品
を
一
読
し
、
そ
の
新
鮮
さ
を
講
郁
嘩

な
作
風
に
驚
き
、
大
い
に
悔
れ
返
ん
だ

と
い
う
。
こ
の
「
晩
年
』
が
き
っ
か
け

で
、
砂
子
屋
が
天
下
の
墓
昼
早
と
配
本

取
り
次
ぎ
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
出
来

た
。
全
国
の
書
店
へ
出
回
る
よ
う
に
な

り
、
再
販
、
 三
版
を
重
ね
て
い
っ
た
。
 

「
晩年
」
に
「
花
」
の
短
編
を
掲
載

し
た
太
宰
治
が
、
昭
和
十
一
年
六
月
頃
 

き
ご

う
 

剛
平
氏
の
画
帳
に
「
花
」
の
詩
を
揮
竜

し
た
の
も
十
分
にう
な
ず
け
る
。
太
宰

治
「
花
」
の
詩
が
、
津
軽
ン
加難
ジ

結

び
つ
け
た
。
 

太
宰
を
し
の
ぶ

・
そ
の
文
学
の
魅
力
⑩
 
騒
一
  

金
木
町
太
宰
会

々
長
 

年
」
瞥
・
金
ホ

・
・
太
書
干
…
 
に
J
一
 

木
 
下
 

巽
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甲
状
腺
と
は
 

甲
状
腺
は
体
の
新
陳
代
謝
を
司

る
ホ
ル
モ
ン
を
生
成
す
る
臓
器
で

す
。
首
の
前
方
に
あ
る
甲
状
軟
骨
、
 

い
わ
ゆ
る
の
ど
ぼ
と
け
の
直
下
に

あ
り
ま
す
。
普
通
は
首
を
触
っ
て

も
甲
状
腺
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
し

こ
り
な
ど
で
甲
状
腺
が
腫
れ
て
く

る
と
触
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
 

し
こ
り
（
腫
癌）
の
種
類
 

し
こ
り
（
腫癌
）
と
いう
と
、
悪

性
腫
蕩
、
い
わ
ゆ
る
癌
の
こ
と
が

頭
に
思
い
浮
か
ぶ
と
思
い
ま
す
が
、
 

実
際
に
は
甲
状
腺
の
腫
痩
は
、
次

の
よ
う
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
 

①
良
性
腫
蕩
 

②
過
形
成
（
良
性
の

一
種
）
 

③
悪
性
腫
蕩
 

今
回
は
悪
性
腫
蕩
に
つ
い
て
述

べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

甲
状
腺
の
悪
性
腫
傷
 

甲
状
腺
の
腫
蕩
の
う
ち
、
約
一
一

割
が
癌
で
す
。
甲
状
腺
癌
は
他
の
 
 

部
位
、
例
え
ば
消
化
管
等
の
癌
と

違
っ
て
進
行
が
遅
く
、
生
命
予
後

が
比
較
的
良
い
の
が
特
徴
で
す
。
 

甲
状
腺
癌
は
だ
い
た
い
次
の
四
種

類
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
 

①
乳
頭
癌
 

甲
状
腺
癌
の
八
割
以
上
を
占
め

て
い
ま
す
。
こ
の
癌
の
進
行
は
甲

状
腺
癌
の
中
で
も
非
常
に
遅
い
で

す
。
か
な
り
進
行
す
る
と
、
息
苦

し
く
な
っ
た
り
、
声
が
か
す
れ
た

り
、
物
が
飲
み
込
み
に
く
い
、
と

い
っ
た
症
状
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
癌
は
遠
く
の
臓
器
に
転
移
す

る
こ
と
は
少
な
い
で
す
が
、
早
期

か
ら
甲
状
腺
周
囲
の
リ
ン
パ
節
に

転
移
す
る
こ
と
が
あ
り
、
首
の
側

面
に
あ
る
リ
ン
パ
節
が
腫
れ
て
病

気
に
気
づ
く
人
も
い
ま
す
。
し
か

し
リ
ン
パ
節
に
転
移
が
あ
っ
て
も

成
長
が
遅
い
の
で
、
こ
の
時
点
で

治
療
を
し
て
も
治
る
確
率
は
高
い

で
す
。
 

②
濃
胞
癌
 

次
に
多
い
の
は
漁
胞
癌
で
約
一

割
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
癌
も

進
行
の
遅
い
癌
で
、
し
こ
り
が
あ
 
 

る
だ
け
で
た
い
て
い
は
他
に
は
異

常
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
リ
ン

パ
節
へ
の
転
移
が
少
な
い
か
わ
り
、
 

肺
や
骨
な
ど
の
遠
い
臓
器
に
転
移

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
 

早
期
に
治
療
を
す
れ
ば
こ
れ
も
生

命
予
後
は
良
好
で
す
。
 

③
髄
様
癌
 

三
番
目
に
多
い
癌
で
こ
の
癌
は

前
記
の
二
つ
の
癌
に
比
べ
れ
ば
進

行
は
早
い
で
す
が
そ
れ
で
も
比
較

的
予
後
は
良
好
で
す
。
高
血
圧
、
 

下
痢
等
を
伴
っ
た
り
、
他
の
臓
器

の
腫
蕩
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

④
未
分
化
癌
 

未
分
化
癌
は
非
常
に
未
熟
な
細

胞
の
癌
で
発
育
が
急
速
で
悪
性
度

の
強
い
癌
で
す
。
発
熱
、
痛
み
等

の
症
状
が
現
れ
ま
す
。
甲
状
腺
癌

の
中
で
は
例
外
的
に
生
命
予
後
は

あ
ま
り
良
好
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

こ
れ
は
手
術
で
な
く
放
射
線
や
薬

で
治
療
を
し
ま
す
。
高
齢
者
に
多

く
、
若
い
人
に
は
あ
ま
り
み
ら
れ

ま
せ
ん
。
し
か
も
非
常
に
稀
で
甲

状
腺
癌
の
二
％
ぐ
ら
い
を
占
め
る

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
 

甲
状
腺
癌
は
ど
れ
も
女
性
に
多

く
み
ら
れ
ま
す
。
乳
頭
癌
、
漁
胞

癌
、
髄
様
癌
は
比
較
的
若
い
人
に

み
ら
れ
ま
す
が
、
未
分
化
癌
だ
け

は
胃
癌
と
肺
癌
な
ど
と
同
じ
よ
う

に
五
十
歳
以
上
e
高
齢
層
に
発
生

し
ま
す
。
一
般
に
若
い
人
の
癌
は

進
行
が
速
く
予
後
が
悪
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
甲
状
腺
癌
は
例

外
で
予
後
は
良
好
で
す
。
 

腫
癌
の
検
査
 

検
査
で
は
甲
状
腺
の
腫
癌
マ

ー
 

カ
ー
等
の
採
血
、
画
像
診
断
、
細

胞
診
等
が
行
わ
れ
ま
す
。
癌
で
あ

る
こ
と
を
確
実
に
診
断
す
る
に
は

細
胞
が
癌
化
し
て
い
る
か
ど
う
か

直
接
細
胞
を
と
っ
て
調
べ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
細
胞
診
と

い
い
ま
す
。
こ
の
検
査
で
は
甲
状

腺
の
腫
癌
に
注
射
針
を
刺
し
て
細

胞
を
取
り
、
顕
微
鏡
で
取
っ
た
細

胞
を
観
察
し
ま
す
。
こ
れ
で
癌
で

あ
る
か
ど
う
か
を
確
定
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
 

腫
癌
の
治
療
方
法
 

癌
の
治
療
は
手
術
が
基
本
で
す
。
 

甲
状
腺
癌
は
進
行
が
遅
い
の
で
た

い
て
い
は
リ
ン
パ
節
に
転
移
し
た

癌
も
含
め
て
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
仮
に
手
術
が
で
き
な
か
っ
た

場
合
は
、
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
剤
の

服
用
で
腫
蕩
が
大
き
く
な
る
の
を
 
 

お
さ
え
ま
す
。
肺
や
骨
な
ど
の
臓

器
に
転
移
し
て
い
る
場
合
は
放
射

線
治
療
を
し
ま
す
。
こ
れ
に
は
放

射
性
ョ
ー
ド
を
使
用
し
ま
す
。
こ

の
物
質
は
甲
状
腺
に
集
ま
る
性
質

が
あ
り
、
手
術
に
よ
っ
て
甲
状
腺

を
切
除
し
て
し
ま
う
と
転
移
し
た

肺
や
骨
に
集
ま
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
べ
ー
タ
線
を
放
出
し

内
部
か
ら
癌
細
胞
を
破
壊
し
て
治

療
し
て
い
き
ま
す
。
 

手
術
後
の
生
活
 

癌
な
ど
で
臓
器
を
摘
出
し
て
し

ま
う
と
そ
の
後
ど
う
な
る
か
心
配

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
甲

状
腺
が
あ
る
程
度
の
こ
っ
て
い
れ

ば
甲
状
腺
機
能
が
ま
っ
た
く
失
わ

れ
て
し
ま
う
事
は
な
い
し
、
た
と

え
失
っ
た
と
し
て
も
甲
状
腺
ホ
ル

モ
ン
剤
を
飲
む
こ
と
に
よ
っ
て
甲

状
腺
機
能
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
日
常
生
活
お
い
て
例
え
ば
、
 

食
事
、
運
動
も
特
別
な
制
限
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
手
術
後

は
定
期
的
に
検
査
を
受
け
て
再
発

の
有
無
を
確
か
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
 

以
上
の
よ
う
に
甲
状
腺
癌
は
他

の
癌
と
比
べ
る
と
あ
ま
り
恐
れ
る

必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
 

早
期
発
見
す
る
こ
と
は
重
要
な
の

で
検
診
は
一
年
に
一
回
は
必
ず
受

け
て
く
だ
さ
い
。
 

(ii）広報かなぎ 



ノ
 

6 月末現在 前年同月比 

男 	5, 704人 	△ 39人 

女 6,291人 	△ 34人 

計 11,995人 	△ 73人 

世帯数 4,072 	13 

〔
人
口
と
世
帯
」
 

戸
籍
の
窓
 

六
月
届
出
分

お
め

で
と

う
 

佐
野
 
珊
の
音

（富
安
）
金
 
木

三

上
 
ひ
が

（耕
路
）
金
 
木

斎
藤
 
醸

（友
樹
）
金
 
木
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

（
秋
田
谷
公
也

（
忠
雄
）
市
浦
村
 

「
成
田
恵
美
子
（
義
道
）
中
柏
木
 

（
萩
原
 
正
貴
（
義
秋
）
東
京
都
 

「
坂
本
亜
里
砂
（

一
志
）
藤
 
枝
 

（
大
山
 
武志
（
毒
一
）
弘
前
市
 

「
其
田
 
一
海

（
秋夫
）
嘉
 
瀬
 

（
森
 
隆

弘
（
正
一
）
 

「
新
岡
由
佳
子
（
集
子
）
 

（
田
村
 
嘉
浩
（
忠
光
）
 

「
福
士
喜
久
子
（
次
雄
）
 

（
比
内
 和
也

（
睦雄
）
 

「
藤
元
 
昭
子
（
甫
 

羅
舞

一騒
一
 

轟
熱
”
一
鶴
 

お
 
く
 
や
 
み
 

生
玉
 

悦
子
（

4
8才
）
金
 

外
崎

三
千
男
（
9
5才
）
嘉
 
瀬

中
谷

専
之
助
（
7
6才
）
川
 
倉

外
崎
 

豊
築
（

6
5才
）
喜
良
市

大

川
 
ツ
 
ル
（9
2才
）
中
柏
木
 

文
雄
（

7
3才
）
蒔
 
田

金
弘

（7
2才
）
喜
良
市

福
子
（

5
2才
）
嘉
 
瀬

し

さ
（
昭
才
）
中
柏
木
 

徳
裁

（9
2才
）
 

重
雄
（

8
4才
）
 

敏
雄

（7
2才
）
 

正
志
（

8
7才
）
喜
良
市
 

政

幸
（
6
4才
）
 

こ
の
欄
は
金

木
町

に
住

所
を
有
し

て
い
る
方
々
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

掲
載
を
希
望
し
な

い
方

は
町
民
課
窓

口
に
届
出
の

際
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

お
詫
び
と
訂
正
 

広
報
かな
ぎ
六
月
号

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
訂
正
し
て
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。
 

，
十
ペー
ジ
 

「
かな
ぎ
公
民
館
プ

ラ
イ
ダ
ル
」
欄
の
2
0
 

0
1
が
2
0
0
0
、
中

谷
貴
子
さ
ん
（
金
木
）
 

が

（青
森
市
）
、片
山

鮎
美
さ
ん
が方
山
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
 

「
人口
と
世
帯
」
欄
の
 

5
月
末
現
在
が
4
月
と

な
っ
て
い
ま
した
。
 

『
黙
熱
麟
誤
ぶ
織
識
い
 

ゆ
 

一
 

一
 

ゆ
 

一
 

一
 

一
 

ゆ
 

一
  

玩
 

)”
伝
響
肩
 

＠
届
い
て
い
ま
す
 

●

六
月
十
ニ
日
 

自
転
車
一
台
（
ピン
ク
色
）
サ

ー
ク
ル
 

K
金
木
店
 
駐
車場
内
 

自
転
車
一
台
（
レモ
ン
色
）
B
&
G
海
 

洋
セ
ン
タ
ー
 
駐
車場
内
 

●

六
月
二
十
七
日
 

自
転
車
一
台
（
赤色
）
神
成
容
器
鋼
鉄
 

店
（
金
木
若
松
町
）
付
近
路
上
 

心
当
た
り
の
方
は
、金
木
警
察
署
落
し

物
係
り
ま
で
 

。
係
か
ら
 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
た
い
方
は
企
 

画
観
光
課ま
で
。
 

/
 

一
 

、ーノ 

木 

伊今野福夏成津竹徳

南 宮長坂田田谷田 

金金金

木木木 

金 

木 

ゆ
 
ル
と
な
ら
れ
大
夫
々
を
こ
紀
分
し
え
し
ま
す
ー
 

ゆ

こ
の
た
び
、
め
で
た
く
「
か
な
ぎ
公
民
館
ブ
ラ
イ
ダ
ル
」
（
企

画
・
進
行
廿
事
務
局
「
金
木
町
中
央
公
民
館
」
）
によ
り
カ
ッ
プ

ル
と
な
ら
れ
た
方
々
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
 

ゆ
 

ゆ
 

ゆ
 

Hメ、ppY ム)ec!clinq 

東
京
都

金
 
木

木
造
町

金
 
木

青
森
市

喜
良
市

金
 
木

青
森
市

金
 
木
 

嘉 

瀬 

ノ
 

成

田
 
岬
ち
ゃ
ん
（
5
月
1
2日
生
）
 
斎
藤
 
萌
ち
ゃ

ん
（
6
月
2
0日
生
）
 

、
 

「
．
 

一
 

 

早
く
い
つ
し
ょ
に
遊
ぼ
う
ね

ー
 

（
兄
 和
希
よ
り
）
 

 

大
き
く
な
れ
 
我
が
娘
 

（
父
 
友
樹よ
り
）
 ×

 

[5月届出分】 

はじめまして 

[6 月届出分】 

糾

、
 

広報かなぎ自2) 


